
　札幌市のパラスポーツクラブHOKKAIDO ADAPTIVE SPORTS(HAS)の皆さまにお越しいただき、
車いすバスケ体験を行いました。2018年度より毎年開催しており、今年で６年目となりました。
　ちょうど今の６年生が１年生の頃からになりますが、HASの皆さまは、子どもたちの成長を私たちと
一緒に感じてくださっており、大変ありがたいことと思っております。

　車いすの操作は、毎年経験していることもあって手慣れたもので、初めてだとしても、柔軟な子どもたち
はすぐにコツを覚えます。
　鬼ごっこのようなゲームや、チームに分かれて車いすバスケの試合にもチャレンジしました。車いすに
乗ってのドリブルやシュートはとても難しかったですが、パラスポーツ選手の本物のプレーを間近で見せ
ていただきながら、思う存分楽しむことができました。

　齊藤さんは、「障がいが有る、無いに関わらず、車いすに
乗ることで誰もが同じようにスポーツを楽しめる。それ
を一人でも多くの人に伝えてほしい。」と、いつも子ども
たちにお話しいただいています。

車いすバスケ体験

毎週の活動はSNSでご覧いただけます。

豊浦町　放課後子ども教室
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左から、HAS代表齊藤雄大さん、車い
すバスケ選手の三元大輔さん（パラリン
ピックを目指し、ヨーロッパプロリーグ
に参戦予定）、ほか選手の皆さま。
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